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3 教養力育成科目一覧

工学部 上記、合計26単位以上
情　報　工　学　部 上記、合計24単位以上

社会環境学部 コア群から18単位、教養力育成科目展開群及び横断
科目から12単位以上、合計30単位以上

段階 科目名 必修・選択 単位数 年次

教養力基盤
*1

基礎 キャリア・デザイン 必修 2 1
基礎 コミュニケーション・デザイン 必修 2 1
基礎 ウェルネス基礎 必修 2 1
基礎 AI データサイエンス基礎（社会環境学部） 必修 2 1
基礎 自己成長と学び（社会環境学部） 必修 2 2
基礎 Freshman English A 選択必修 2 1
応用 Advanced English A 選択必修 2 1
基礎 Freshman English B 選択必修 2 1
応用 Advanced English B 選択必修 2 1
基礎 Essential English A 選択必修 2 2
応用 Communicative English A 選択必修 2 2
基礎 Essential English B 選択必修 2 2
応用 Communicative English B 選択必修 2 2

段階 科目名 必修・選択 単位数 年次

多面的視座
*2
*3

基礎 自己成長と学び（工学部・情報工学部） 選択 2 2
基礎 IT リテラシー（工学部・社会環境学部） 選択 /必修 2 1
基礎 AI データサイエンス基礎（工学部・情報工学部） 選択 2 1
基礎 生命と生態系 選択 2 1
基礎 化学と生活 選択 2 1
基礎 科学史 選択 2 1
基礎 産業デザイン 選択 2 2
基礎 地域創生論 選択 2 1
基礎 市民生活と法 選択 2 1
基礎 日本国憲法 選択 2 1
基礎 心理学 選択 2 1
基礎 文学 選択 2 1
基礎 現代倫理 選択 2 1
基礎 経済学 選択 2 1
基礎 社会学 選択 2 1
基礎 九州学 選択 2 1
基礎 異文化理解 選択 2 1
基礎 中国の文化と言葉 選択 2 2
基礎 韓国の文化と言葉 選択 2 2

実践知

応用 ウェルネス応用 選択 2 2
応用 地域創生 PBL 選択 2 1
応用 日本語実践 選択 2 2
応用 仕事理解型実習 選択 2 2
応用 課題解決型インターンシップ 選択 2 3
応用 海外研修 選択 2 1

＊1．コア群の英語科目について、習熟度に基づき１年次は①、②からそれぞれ１科目を履修、２年次は③、④からそれぞれ１科目を履修し、
卒業要件の８単位を取得する。

＊2．IT リテラシーは、工学部と社会環境学部に開講。なお、生命環境化学科、電気工学科は必修、電子情報工学科、知能機械工学科、社会環
境学部では選択である。

＊3．生命と生態系、化学と生活、科学史は生命環境化学科では進級条件および卒業要件の単位に含めない。

コア群　

展開群　
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§３-２．横断科目 ／ Interdisciplinary Education Program

　横断科目は、複数学部・学科の専門分野を交え、異なる背景を持つ人々と協働して課題解決を行うこ
とにより、多面的な総合知と実践力を身につけることを目的とする。
　同科目では、大学での学びと社会とのつながりを取り入れるとともに、他学部他学科・他大学・地域・
産業界といった異なる背景を持つ人々と協働して課題解決を行う機会を提供する。
　「Future Vision 講座」および「Future Vision 実践」は、特にDPの Eグローバルマインド、F未
来構想力、Gデジタル力、H発信力を育成する科目であり、原則として科目名に（　）書きで主題を付し、
個別の科目として開講し、複数履修することができる。

2 横断科目一覧

科目名 必修・選択 単位数 年次
AI データサイエンス実践 選択 １ ３
アプリ開発実践 選択 2 ２
Future Vision 講座 選択 1 １
Future Vision 実践 選択 1 １
※科目により履修可能な学部学科が異なる場合があるため、シラバスを確認すること

1 横断科目について


